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〔要旨〕  本稿では、南宋の後半期に活動した「永嘉の四霊」のうち、
比較的紹介される機会の乏しい徐璣と徐照の作品を重点的に紹介する。具体的には、陳衍 『宋詩精華録』に収録されている二人の作品を順に紹介し 詳しく解説する。まず徐璣の作品として五言律詩「泊舟呈霊暉」 、七言律詩「贈徐照」および「句」（五言律詩「黄碧」の頷聯）を紹介し、次に徐照の作品として五言絶句「莫愁曲」 、七言絶句「柳葉詞」および七言古詩「分題得漁村晩照」を紹介する。また必要に応じて、関連 その他の作品にも言及する。なお 徐照の「莫愁曲」と「柳葉詞」はすでに他の論文で紹介してあ ので、ここではごく簡単な紹介にとどめる。







































































































































































  蔡義江、 李夢生撰 『宋詩精華録訳注』 （一九九九年十二月、上海古籍出版社）
 
三、



















































































  「詩多酸寒、寒不厭、酸則可厭。録其不酸者」について。この文の意味を正しく理解する は、 「寒」と「酸」の概念の違いを正しく把握する必要がある。まず「寒」である 『新華字典』




















































































































それぞれ書いている。 「掾」 は、 属官、 下級官吏 し って 「州掾」は「永州司理」にほぼ同じ。また「徐道暉」は、徐照のこと。 「湘水」は、楚の地を流れる川で 同地の象徴。徐璣の旅は役人としての赴任の旅であるから、趙師秀は「赴」 表現している。これに対し徐照 は目的 ない放浪の旅であるから、趙師秀は「遊」と表現し、区別している。 ずれにせよれらの送別詩 、徐璣と徐照が共に永州に旅立ったことを裏づけるものであり、またそのことが翁巻と趙師秀にと ても周知
の事実であったことを物語る。徐璣と徐照が連れ立って旅に出た経緯は、不明である。永州への赴任が決まった徐璣が、一人だけで遠方へ旅立つ心細さから徐照を誘ったものか。それとも、徐璣の赴任を知った徐照が、みずから同行を願い出たものか。ともあれ、 以下に徐璣の詩を詳しく解説することにしよう。 
まず、詩題について。 「泊舟」は、乗っている小舟を川岸に





















































なるべく臨安の近くで勤務したい、という下級官吏のささやかな願いを表す。第六句 「地遠」は、実際には任地が都から遠いこと。 「動愁心」は、愁いの気持ち 心にわき起こること。参考までに、趙師秀の「送徐璣赴永州掾〔徐璣の永州の掾に赴くを送る〕 」は次のようにうたい、徐璣を慰め励ましている。




































































  「見詩形」とは、痩せた精神の有り様が、詩にも外見にも現れている、の意。こうした例を見ると、徐照は清貧の生活を送る余り、よほど痩せ細っていたものと思われる。  徐璣の 「送徐照先回江右」 詩に戻って、 第二句の 「歳已周」 は、












  「窮達」 は、 この場合 「窮 （困窮） と達 （栄達） 」 ではなく、 「窮」の方に力点がある。 「分携」も同様で、 「分（袂を分かつ）と携

























































































































































































































　第一句、 「斎門」は、 精進潔斎をしている家の門。第二句、 「池







































































































































































































































































漁師は魚を手に入れ、谷川をめぐって売り歩き、小舟を粗末な門の外側に横さまにつなぎとめる。門から出て来た老婆が犬とニワトリを呼びよせ、漁師の蓑を片付け、屋根の上に日干しにする。漁師は魚を売って酒を手に入れ、また小銭 手に入れた。家に帰って来ると、酔っ払って地面の上に倒れて眠子供はしくしく泣きながら、 御飯はまだ炊けないのかとたずね、白いカモメは彼方へと飛び去り その後 は、アシの花が夕闇の中にぼうっとかすんだように咲き乱れている。
 
まず、詩題について。 「分題」は 作る詩の題 仲間たちと
分け合うこと。会合の行われた時期や、会合に参加した人数はわからないが、その場にいた詩人 ち数人で作る詩の題を分担し、徐照がいくつかの選択肢の中から「漁村晩照」という選び取ったのであろう。 「晩照」は、夕陽が照らすこ 。なお、この詩は七言八句から成り立っているが 前半と後半 韻の種類が異なっているので、律詩ではない。前半は仄字で、後半は平字で、それぞれ押韻されている 
第一句、 「繞」は、めぐる。 「渓」は、谷川。 「繞渓売」 、




酒と小銭を手に入れて上機嫌になり、酔っ払ってそのまま地面に倒れ、眠りこけてしまった。陳衍は、こ 第六句以下 三句全体 傍点を施している。 
第七句、漁師は満足そうだが 可哀相なのは、お腹をすかせ
た子供（たち）である。 「啾啾」は、子供が小声ですすり泣く声の形容。 「問煮米」は、まだご飯は炊けないのか と子供が尋ねる意。第八句、そんなことはお構 なしに 白いカモメが一羽、彼方へと飛び去って行く。あたりは夕闇に包まれ、後にはただ白いアシの花が一面 咲いているばかり 
この詩は実景を見てうたわれたわけで なく おそらくは












































大学文学論叢』第一三六輯に、 「永嘉の四霊の七言絶句につい 」は二〇〇七年三月発行『橄欖』第十四号に、それぞれ掲載されて る。
（
0）  『宋詩精華録』に収録された趙師秀の作品は、五言律詩二首、七言絶句二首。翁巻の作品は、五言律詩三首 七言絶句二首、五律の対句三聯である。このうち趙師秀の五言律詩「雁蕩宝冠寺」と「薛氏瓜廬」については、すでに拙稿「瓜廬」について」 （二 〇七年七月発行『言語と文化』第十七号）で紹介してあり、また趙師秀の七言絶句「数日」 「約客」および翁巻の七言絶句「郷村四月」は、銭鍾書『宋詩選注３』に収録されたも と重複している。
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